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茨木市では、平成27年に「地方教育行政組織及び運営に関する法律」が一部改正さ

れて以来、第５次総合計画における教育に関する施策・取組を「茨木市教育大綱」と

して位置づけ、これまでに教育の目標や施策の根本となる方針として「茨木市教育大

綱（第１期）」、「茨木市教育大綱（第２期）」を策定し、市長部局と教育委員会が

連携を図りながら、さまざまな取組を進めてきました。 

こうした中、令和７年３月に「共創のまちづくり」をまち全体へ広げていくまちづ

くりを中心に据えている「第６次茨木市総合計画」（以下「総合計画」）を新たに策

定しました。 

総合計画では、共創のまちづくりを進め、み

んなが多彩な幸せを実感できる持続可能なまち

をめざすため、７つの分野において茨木市がめざ

す将来像を設定しており、全ての将来像がその分

野の中で完結するのではなく有機的につながり、

横断的・複合的な視点を持つことで、各将来像が

示すまちの姿をめざしています。 

この総合計画が、教育に関する個別計画である 

「第6次5か年計画 茨木っ子プラン ミつくる」

とも整合を図った上で策定されていることなどを

踏まえ、「茨木市教育大綱（第３期）」を総合計画

の前期基本計画に基づいて策定します。 
 

 

 

 

 令和７年度から令和11年度までの5年間とします。 

 これは、総合計画前期基本計画の計画期間と整合を図るためです。 

 

 

 

 

 茨木市教育大綱は、「総合計画」の「まちの将来像２ 子育て・教育」及び「まち

の将来像３ 文化・市民活動」における、教育に関する施策・取組をもって構成しま

す。 

 

１ 教育大綱（第３期）の策定の背景 

 

2 教育大綱の対象期間 

 

 

3 教育大綱の体系図 

 

 

総合計画がめざすまちの姿 
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(1) 子育て 

② 生きる力と豊かな感性が育まれる環境づくり 

  

(2) 教育 

①「確かな学力」の育成 

②「豊かな心」の醸成 

③「健やかな体」の育成 

① まなびづくり 

文化・市民活動 

② ひとづくり 

④学校支援体制の充実 

④ 図書館サービスの充実 

③ まちづくり 

(4) 文化芸術 

(3) 生涯学習 

① 乳幼児期のこどもがのびのびと育つ環境づくり 

 

【教育大綱の体系図】 

 

⑤学校施設の計画的な整備・充実 

⑥教育情報化の推進 

③ 主体性を育む環境づくり 

① これまでの文化の継承、これからの文化の展開 

子育て・教育 
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 教育大綱として位置づける施策・取組については、「３ 教育大綱の体系図」で示し

たとおり、総合計画における教育に関する施策・取組で構成しており、それぞれの施策

の方向性を示すとともに、その施策の実現をめざす取組とその「めざすべき姿」、さら

には、市が「取組むこと」を定めています。 

 なお、総合計画と教育大綱の関連性を明確にするため、教育大綱に定める各施策及

び取組には、総合計画における位置づけを括弧書きで示しています。 

 

 

 

 

【施策の方向性】 

次世代育成支援行動計画に基づき、ライフステージに沿った施策を展開し、「いば

らき版ネウボラ」として、全てのこども・家庭の状況に応じた切れ目のない支援を行

うことにより、こどもの人権や個々の特性が尊重され安心して過ごせる環境や、こど

もの健やかな育ちを保障し、安心して子育てができる環境を整えます。 

また、今後のこどもの数と保育需要を見極めながら保育の受入体制の整備を進める

とともに、より良い幼児教育・保育の提供を進めていきます。さらに、生きづらさを

抱えるこども・若者の早期支援・早期困難解消に向けて、必要に応じて関係機関と支

援連携しながら取り組みます。 

 

【取組等】 

取組 めざすべき姿 取組むこと 

① 乳幼児期のこども

がのびのびと育つ環境

づくり 

（取組2-1-2） 

地域での子育てに関する活動

を応援し、多様なライフスタ

イルやニーズに対応した切れ

目のない子育て支援サービス

の充実が図られています。ま

た、乳幼児期のこどもが健や

かに育つよう、こどもの健康

に関する取組が充実していま

す。 

教育・保育の提供体制を計画的に

整備し、地域子ども・子育て支援

事業等のサービスの整備・充実

や、経済的負担の軽減など、地域

で安心して子育てができる環境づ

くりを推進するとともに、関係団

体が連携・協働し、助け合う体制

を推進します。  

  

4 教育大綱として位置づける施策・取組 

 

 

(1) 子育て  （まちの将来像２ 施策１） 
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取組 めざすべき姿 取組むこと 

② 生きる力と豊かな

感性が育まれる環境づ

くり 

（取組2-1-３） 

学校・家庭・地域が連携して

こどもを育てていくという視

点に立った取組が進んでいま

す。文化・芸術に親しむ機会

など、特色のある教育活動が

展開されるとともに、こども

が安全に、安心して過ごせる

居場所が充実しています。 

こども達の学びや成長を支えるた

め、学校・家庭・地域が連携して

教育コミュニティづくりを進めな

がら、健やかな心を育む教育活動

を充実します。また、社会教育関

係団体の支援に努めるとともに、

地域や関係機関との連携を強化し

ながら、こどもの居場所づくりを

推進します。 

③ 主体性を育む環境

づくり 

（取組2-1-４） 

青少年・若者がチャレンジ精

神を育むことができるよう体

験活動の機会が提供できてい

ます。地域で生きづらさや孤

立を感じることなく自立した

生活を送ることができるよう

に、地域や関係機関による相

談・支援ができる体制が構築

されています。 

学校・家庭・地域が連携し、青少

年・若者が健全に育つよう地域で

見守る活動を推進するとともに、

地域における居場所づくりや体験

機会の提供に取り組みます。ま

た、生きづらさを抱える青少年・

若者とその保護者の早期支援・早

期困難解消に努めます。 
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【施策の方向性】 

こどもたちの「非認知能力（＝茨木っ子力）」の育成を進め、「確かな学力」の育

成、「豊かな心」の醸成、「健やかな体」の育成により、これからの社会を生き抜く資

質・能力を育むことをめざします。また、学校においてこども達が良好で快適な環境

のもとで教育を受けることができる環境を整備するとともに、教職員が安心して働き

やすい環境整備を行います。こどもたちの多様な学びの場、多様な居場所づくりと保

護者が安心して相談できる場づくりや、保幼小中連携により段差を解消し、就学前か

ら中学校卒業までを見通し、こどもの学びをつなぐとともに、地域における教育コミ

ュニティづくりを進めます。 

 

【取組等】 

取組 めざすべき姿 取組むこと 

①「確かな学力」の育

成 

（取組2-2-１） 

小中学校が連携して学力向上

にかかる組織的・計画的な取

組を推進しており、児童・生

徒は学習習慣を身につけ、知

識や技能を活用して学習に取

り組み、学ぶ喜びを実感でき

ています。また、教員の指導

力向上にも意識して取り組ん

でいます。 

 

毎年行われる全国学力・学習状況

調査の結果を分析し、学校の授業

改善に反映するとともに、言語力

向上プロジェクトや非認知能力育

成のモデル校が取り組んだ好事例

を取り入れた授業を推進します。 

 

②「豊かな心」の醸成 

（取組２-2-2） 

人権教育や道徳教育、非認知

能力育成の取組を充実するこ

とにより、一人ひとりの児

童・生徒が基本的な倫理観や

規範意識を身につけ、学校生

活全体の中で自らの大切さや

他の人の大切さが認められて

いることを実感し、安心して

学ぶことができています。 

人権教育、支援教育の推進や学校

行事、校外学習、文化・芸術に親

しむ体験活動等、非認知能力の育

成の取組の中で、自分の良さや他

者の個性や多様性を認め合う機会

を多く設け、思いやりつながる力

の育成を図ります。 

  

(2) 教育 （まちの将来像２ 施策２） 
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取組 めざすべき姿 取組むこと 

③「健やかな体」の育

成 

（取組2-2-３） 

小中学校が作成した元気力向

上プランに則り、総合的な元

気力の取組が進み、児童生徒

の健康への意識や意欲、体力

が向上しています。給食で

は、安全・安心でおいしい給

食を安定的に提供するととも

に、安全・安心な地元食材の

使用回数が増え、的確なアレ

ルギー対応ができています。 

 

学校健診の実施や学校保健統計調

査結果の活用により、児童生徒の

健康の保持・増進を図ります。毎

年の全国体力テストの結果分析を

行い、各校の課題に正対した授業

改善を図るとともに、授業で楽し

みながら体を動かすことで、体力

の向上を図り、スポーツに親しむ

心を醸成します。また、生徒の健

やかな体や心の育成、教職員の負

担軽減を踏まえた部活動の地域連

携・地域移行に向けた取組を進め

ます。給食では、地元食材の使用

などにより、小・中学校給食にお

ける食育の充実に努めつつ、アレ

ルギー対応を適切に実施します。 

④ 学校支援体制の充

実 

（取組2-2-４） 

児童生徒や保護者の不登校等

の様々な不安や悩みに寄り添

い、学校と連携して適切に指

導支援し、居場所づくりがで

きています。また、全ての教

職員の学びや健康増進にかか

る取組を支援し、こどもと向

き合う時間を確保できるよう

環境整備ができています。 

多様なニーズに対応できるよう相

談体制のさらなる充実を進めま

す。ふれあいルームでは向陽台高

等学校をはじめ、近隣大学、フリ

ースクール、民間団体等との相互

連携を充実させます。研修内容を

充実させ、教職員の資質向上を図

ります。ICT等を活用し、業務の

改善や効率化を推進します。  
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取組 めざすべき姿 取組むこと 

⑤ 学校施設の計画的

な整備・充実 

（取組2-2-５） 

こどもたちが安全・安心で快

適な環境の中で教育活動を行

うことができる環境整備が進

んでいます。 

 

老朽化する施設・設備の状況、社

会環境や気候変動の影響等を踏ま

え、計画的に学校施設・設備を改

修・更新します。 

 

⑥ 教育情報化の推進 

（取組2-2-６） 

主体的な学びや創造性を育む

学びのための教育ICT環境が実

現されています。ICTを活用す

ることでさらなる校務の効率

化が図られ、教職員の負担が

軽減されています。 

社会環境や生活様式の変化などを

踏まえて調査研究し、学校現場に

おいて学習及び校務の両面で効率

的かつ効果的にICTを活用するた

めの環境を整備します。児童生徒

の情報活用能力向上や教職員によ

るICT活用を支援します。 
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【施策の方向性】 

豊かな人生をおくるために、すべての市民が、いつでも、どこでも学ぶことがで

き、その学びを通して自己実現や生活の質の向上を図り、学んだ成果を地域社会に還

元することができる、”学んで楽しい”と思える生涯学習活動のできるまちの実現をめ

ざします。また、これからの時代に求められる社会教育、家庭教育の推進を図るとと

もに、地域の身近な学習拠点として公民館活動の推進を図ります。図書館において、

市民が本や読書に親しむ機会の充実を図るとともに、誰もが自由に知識を得ることが

できるよう幅広い資料・情報の収集・提供に努め、関係機関との連携やICT等の活用

により、図書館機能の充実を進めます。 

 

【取組等】 

取組 めざすべき姿 取組むこと 

① まなびづくり 

（取組3-1-1） 

すべての市民が生涯学習に取

組むことができるよう、多様

な学習ニーズへ対応したメニ

ューや機会が提供され、社会

を担う力の向上につながるキ

ャリア向上や社会人が学び直

しを図ることのできる環境が

整っています。また、情報通

信社会の進展に伴う学びの場

の環境整備やICTの活用が図ら

れています。さらに、生涯学

習センターを拠点に、各地域

の関連施設と連携を図り、地

域と一体となった生涯学習の

推進や生涯学習拠点施設の機

能の充実が図られています。 

学びの支援のため、様々な施設や

関係機関との連携、多様な講座等

の開催、生涯学習を行うための環

境整備等による生涯学習へのきっ

かけづくりに取組みます。また、

自己を高めるための学び直しへの

支援、ICTを活用した学びの場の

提供、生涯学習の情報提供と相談

窓口の充実、各地域の生涯学習関

連施設を拠点とした生涯学習の推

進に取り組みます。 

  

(3) 生涯学習 （まちの将来像３ 施策１） 
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取組  めざすべき姿 取組むこと 

② ひとづくり 

（取組3-1-2） 

地域社会における人や団体の

連携、協力や協働等を促進

し、生涯学習活動を支える担

い手が育成されています。ま

た学びづくりやまちづくりの

新たな担い手の発掘や育成に

努め、学んだ成果が、社会貢

献や社会奉仕に繋がり、学習

機会の提供や社会活動への参

加・参画への支援が整ってい

ます。 

生涯学習活動団体等に対し、市の

イベントの情報提供や、団体等の

情報発信する機会の提供に努めま

す。また、学びや体験の成果をい

かし、指導者として活躍できるよ

う、出番づくりを支援します。さ

らに、すべての人々が生涯学習活

動を行えるよう、学習の支援者の

育成や学びの機会提供に取り組み

ます。 

③ まちづくり 

（取組3-1-3） 

地域課題等に対応した学習機

会の充実が図られ、団体等の

連携・協力により、家庭と地

域社会の教育力が高まり、コ

ミュニティづくりが進められ

ています。また、郷土「茨

木」に対する誇りや愛着を深

めるとともに、地域社会に関

する学習機会が提供されてい

ます。 

各小学校において、放課後子ども

教室を地域住民の参画等を得て実

施し、こどもたちの安全・安心な

居場所の提供に努めます。また、

地域課題等の解決に導くことがで

きるよう、健康、人権、男女共同

参画等の様々な課題に関する講座

の充実や、大学など高等教育機関

と連携した講座の拡充を推進しま

す。さらに、地域社会での生活を

向上させるための課題意識を持つ

ことができる学習機会の充実に努

めます。 

④ 図書館サービスの

充実 

（取組3-1-4） 

地域社会における身近な情報

拠点として、様々な立場の人

が自ら「知る」「学ぶ」こと

ができ、誰もが気軽に利用で

きる親しみやすい市民のくら

しに役立つ図書館サービスが

提供されています。 

 

従来の紙媒体に加え、電子資料な

ど様々な形態の資料・情報を体系

的に収集・管理・保存し、提供に

努めます。また、進展する情報通

信技術(ＩＣＴ）に対応するサー

ビスを推進し、利便性の向上を図

るとともに、市民が気軽に相談で

きるレファレンスサービスやボラ

ンティア・市民・他施設・教育機

関との連携や協働により、読書活

動推進等図書館サービスの充実を

図ります。 
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【施策の方向性】 

だれでも自らの可能性や創造性を試し、ありたい自分になれるまち、誰もが日々の

暮らしの中で文化芸術と出会えるまち、自由で広がりのある、茨木市独自の文化が息

づくまちをめざし、社会状況が絶えず変化する中でも、市民が心豊かな暮らしを実現

します。 

 

【取組等】 

取組 めざすべき姿 取組むこと 

① これまでの文化の

継承、これからの文化

の展開 

（取組３-3-3） 

これまで培われ継承されてき

た歴史・文化資源を次世代に

受け継ぎつつ、担い手を育成

することにより次代の文化芸

術の創造につながり、自由で

広がりのある、本市独自の文

化が息づいています。 

 

こどもが文化芸術にふれる機会の

充実、若手芸術家や文化芸術の推

進に必要となる専門的人材など文

化芸術の担い手の育成に取り組み

ます。地域住民など多様な主体と

の信頼関係の構築に努めながら文

化財の調査・収集・保存に取り組

み、幅広い世代に親しみや魅力を

感じてもらえるような普及啓発活

動を展開するなど、まちの文化資

源の保存と継承を推進します。  

  

(4) 文化芸術 （まちの将来像３ 施策３） 
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総合計画に掲げる各施策を効果的に進めていくため、施策の進捗状況や社会情勢、財

政状況などを踏まえて、毎年、当該年度以降の５年間に取り組む具体的な事業の計画（実

施計画）を作成しています。 

 また、総合計画の進捗状況を把握するため、毎年、外部有識者の意見を反映した施策

評価を実施しています。 

 そこで、教育大綱として位置づけた４施策 14取組についても、実施計画及び施策評

価において、その進捗状況を見極めるとともに、施策の実現及び取組の目標達成に向け

て、今後とも、市長部局と教育委員会が連携して取り組むこととします。 

なお、これらの取組については、総合教育会議においても報告し、共有することと

します。 

5 大綱における施策・取組の進捗管理について 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 木 市 教 育 大 綱 
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